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こ
の
た
び
、
令
和
3
年
鏡
野
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議

員
か
ら
の
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
強
い
意
思
を

持
っ
て
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
ま
た
、
皆
様
に
と
っ
て
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
と
な
る
よ
う
に
全
力
で
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
拡
大
す
る
な
か
、
鏡
野
町

に
お
い
て
も
皆
様
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、
地
域
活
動
に
甚
大
な
影
響
が
生

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
を
超
え
た
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み
と
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
予
防
対
策
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
成
果
に
よ
り
着
実
に
感
染
数
も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
日
常
生
活
も
徐
々
に
戻
っ
て
来
て
お
り
、
皆
様
と
の
会
話
、
こ
こ
ろ
と
こ

こ
ろ
の
触
れ
合
う
機
会
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も

増
え
て
お
り
、
町
内
で
も
笑
顔
の
花
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
方
々
が
一
日
も
早
く
日
常
生
活
を
安
全
・
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
り
、
地
域
行
事
や
地
域
活

動
、
町
主
催
の
催
し
が
再
開
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と

し
て
も
皆
様
と
お
会
い
で
き
町
政
や
各
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
対
話
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
の
活
動
と
運
営
に
対
し
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
更
な
る
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

鏡
野
町
議
会
副
議
長　
　

牧
田　
俊
一

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
な
ら
び
に
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
議
会
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の
重
さ
と
、
与

え
ら
れ
た
課
題
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
現
在
も

国
内
の
経
済
活
動
は
抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
少
し
で
も
和

ら
げ
る
た
め
、
鏡
野
町
で
も
独
自
の
施
策
で
あ
る
「
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
」
を
、
個
人

や
事
業
者
に
向
け
て
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
が
救
済
策
と
し
て
功

を
奏
し
、
町
内
の
経
済
活
動
が
上
向
き
に
な
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
こ
の
感
染
症

が
一
刻
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
町
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
第
二
次
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）
お
よ
び
、
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
を
最
上
位
計
画
と
定
め
、

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
医
療
・
介
護
の
社
会
保
障
制
度
改
革
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
、
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
な
ど
顕
在
化
し
て
き
た
様
々
な
課
題
に
対

し
て
、
今
ま
で
以
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
が
本
来
担
っ
て
い
る
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、
議
論
を
深
め
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
町
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
全
力
を
注
ぎ
、
町
民
と
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
６
月
本
会
議
の
冒
頭
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
鏡

野
町
議
会
議
員
が
同
僚
議
員
を
脅
迫
し
た
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
件
に
つ
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
と

し
て
も
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
事
実
関
係
を
調
べ
る
政
治
倫
理
委
員
会
を
設
置

し
、
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

鏡
野
町
議
会
議
長　
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倫



議会運営委員会

　町民の皆様には、日頃から鏡野町議会に対し、
ご理解とご協力を賜り、心から御礼申し上げま
す。
　昨年からの新型コロナウイルス感染症拡大に
より、観光をはじめ、あらゆる分野において大
きな影響が生じております。鏡野町でも例外で
はありません。
私たち議員は、積極的に町政全般の課題と町民
の方々の意見を把握し、自ら政策能力の向上に
努めなければならないと思っております。
　町民の方々と議会の関係を深めるため、意見
交換会の開催、また、本会議、常任委員会、全
員協議会のライブ配信を行っております。
　町民の方々からいただいた、貴重なご意見に
対して、速やかに議員間で議論し、解決に努め
ていきたいと思っております。
　そして、活発な討論を通じて、町民の方々に
わかりやすい議会運営を目指していく所存でご
ざいます。
　これからも、開かれた鏡野町議会を目指して
まいりますので、町民の皆様のご理解、ご協力
をよろしくお願いいたします。

岸　泰廣

産業常任委員会

　鏡野町の活力となる、農林漁業・建設業・観
光業等、産業に関わる大変重要な委員会ですの
で、その責任の重さを痛感し、身の引き締まる
思いであります。
　昨年来、新型コロナウイルス感染症の影響で、
飲食店・観光・イベントの中止等、経済的にも
大打撃を受け、一刻も早い収束と経済の回復を
願うところであります。
　農林漁業につきましては、イノシシ・シカ等
の有害鳥獣駆除対策、担い手不足問題にも力を
入れてまいります。
　また、今年も異常気象による自然災害が心配
されており、多種多様な被害にも、迅速に対応
できる委員会を目指したいとおもいます。
　今後も皆様のお声を頂きながら、鏡野町の発
展の為、全力で取り組んでいきたいとおもいま
すので、よろしくお願いいたします。

山本秀久

総務常任委員会

　町民の皆様におかれましては、平素より議会
活動に対しまして、ご理解ご協力をいただき厚
く御礼申し上げます。
　この度、４月に開催されました総務常任委員
会におきまして、委員会各位の推挙により委員
長に就任し、責任の重さを痛感いたしている次
第です。
　また、コロナ禍、気候変動とご心痛が多い社
会情勢ですが、とくに新型コロナウイルス感染
症の収束が不透明であり、早急な感染対策が求
められております。また、季節柄水害等の発生
が考えられ、個々に防災、減災の意識高揚に努
めていただき、議会におきましても執行部と協
議を重ねて、町民の安全安心な生活を守るため
に様々な施策に努めてまいる所存です。
　今後、一層のご指導ご鞭撻を申し上げ、就任
の挨拶といたします。

小椋晶志

文教厚生常任委員会

　文教厚生常任委員会では、国民健康保険病院、
保健福祉、学校教育、生涯学習等に関する事項を
扱います。鏡野町は健康づくり条例を掲げ、「健
康」をキーワードにまちづくりをしている全国で
も珍しい町です。医療では、特定健診（国保）や、
がん検診等が無償で行われ、65歳以上のインフル
エンザワクチン接種や18歳以下の医療費（保険適
用範囲内）も無償です。
　学校教育では、今年度からGIGAスクール構想
にもとづく取り組みが本格的に始まりました。時
代のニーズに合う教育環境の整備も進み、児童生
徒が楽しみながら効率的で主体的な学習ができる
と期待しています。
　医療・福祉・教育に関する町の取り組みは多岐
にわたります。議会においては当委員会に付託さ
れた議案を慎重に審議し、予算が適正に使われて
いるか等、行政のチェック機関としての役割を担
い、必要に応じて所管事務調査を行うなど、委員
会活動に真摯に取り組んでまいります。どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

飯綱洋平
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議第27号　条例の制定
鏡野町手話言語条例の制定について

手話は言語であるとの認識に基づき、手話の理解と
広がりをもって地域で支え合い、障害の有無に関わ
らず、手話を使って安心して暮らすことができる共
生社会の町を目指し、この条例を制定する。

議第30号　鏡野町国民健康保険条例の一部改正について
鏡野町国民健康保険条例の一部改正について
令和3年2月3日に新型インフルエンザ等対策特別
措置法の一部を改正する法律（令和3年法律第5
号）が公布されたことにより、傷病手当金の支給に
ついて、本条例の一部を改正する。

工事契約の締結
○南小学校便所改修工事………………………………  4589万790円
　契約の相手　株式会社　山本工業
○鏡野町立羽出公民館改修工事……………………… 7378万2852円
　契約の相手　株式会社　杉岡建設工業
○鏡野町文化スポーツセンター改修・増築工事… 3億7413万1604円
　契約の相手　中国防災工業株式会社

＊原議長は採決に加わりません
＊沖田議員は欠席全議案は全会一致で可決となりました。（賛成13：反対0）

令和3年6月会議（定例会）賛否の公表

報告第１号
　令和２年度鏡野町繰越明許費繰越計算書
報告第２号
　令和２年度鏡野町下水道事業会計予算に係る繰越額の使用に
　関する計画

報告
議第35号
　南小学校便所改修工事
議第36号
　鏡野町立羽出公民館改修工事
議第37号
　鏡野町文化スポーツセンター改修・増築工事

工事契約の締結

原案
可決

一般会計補正予算…11億6838万9000円　増額
議第32号
　◎令和3年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）
　　一般会計予算に11億6838万9000円を追加し、
　　総額122億400万円とする

補正予算

原案
可決

特別会計補正予算…793万円　増額
議第33号
　◎令和３年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算
　（第１号）
　　直営診療施設勘定に793万円を追加し、総額２億
　　7948万7000円とする
議第34号
　◎令和３年度鏡野町介護保険特別会計補正予算
　（第１号）
　　歳入歳出予算に1049万6000円を追加し、総額
　　16億7249万6000円とする 

特別会計補正予算

原案
可決

選挙第７号
　鏡野町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙につ
　いて

選挙

指名
当選

請願第２号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げを
　はかるための、2022年度政府予算に係る意見書採
　択の請願について

請願

採択

条例の制定・一部改正

原案
可決

議第32号
　令和３年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）
議第33号
　令和３年度鏡野町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）
議第34号
　令和３年度鏡野町介護保険特別会計
　補正予算（第１号）

一般会計補正予算

原案
可決

議第31号
　公の施設に係る指定管理者の指定について
　（鏡野町大釣温泉）

指定管理者の制定

原案
可決
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副
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長
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い
さ
つ
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会
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問
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一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

６月会議で決まりました６月会議で決まりました

議第27号
　鏡野町手話言語条例の制定について
議第28号
　長期継続契約を締結することができる契約を定める
　条例の一部改正について
議第29号
　鏡野町手数料徴収条例の一部改正について
議第30号
　鏡野町国民健康保険条例の一部改正について
発議第１号
　鏡野町議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について
発議第２号
　鏡野町議会基本条例の一部改正について
発議第３号
　鏡野町議会会議則の一部改正について
発議第４号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに
　係る意見書
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貯木場整備事業
1億3257万2000円　増額

町産材利用拡大を目的とした貯木場整備の用地造
成、管理棟等の調査設計を行う。令和元年度設計
済。

大手アウトドア企業と連携した好循環創出事業
1225万円　増額

＊ジャパンエコトラックへの移行に伴い、受け入れ
環境の整備を行うとともに、鏡野町北部地域を中心
とした観光戦略の策定を行う経費。

地域防災計画作成費

議員または委員会から提案された条例の制定・一部改正

ジャパンエコトラック
　トレッキング・カヤック・自転車といった人力による移動手段で、日本各地
の豊かで多様な自然を体感し、地域の歴史や文化、人々との交流を楽しみな
がら、旅をする。そんな新しい旅のスタイルが「ジャパンエコトラック」です。
　統一されたデザインの公式ルートマップをベースに、ルート情報、協力店
の情報、地域の魅力を発信し、受け入れ態勢を整備することで、旅行者の
快適な旅をサポートします。  ［ジャパンエコトラック公式サイトより抜粋］

鏡野学校給食共同調理場臨時管理費
1110万3000円　増額

食品残渣リサイクル事業を実施する。学校給食共同
調理場の残渣（野菜くずや食べ残し）は約9000㎏
（令和元年度実績）で、現在は業社により回収焼却
をしている。今回の事業は、今まで廃棄していた残
渣をたい肥・資源化することで、食品のリサイクル
の促進を図るものである。

６月会議は６月３日～23日まで行われ17件の議案等が議決されました。
常
任
委
員
会
委
員
長
あ
い
さ
つ

６

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

発議第１号：鏡野町議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について
傷病その他の事由により、長期間にわたり議員活動の休止や町議会の会議を欠席することを余儀なくされた議員
の議員報酬等を議会活動ができない期間に応じ、減額する旨の条例。あわせて、議員が刑事事件で逮捕、勾留さ
れるなどの処分を受けたときは、町民全体の代表者としての品位と名誉を損ねる行為として議員報酬等の支給を
停止する規定も盛り込む。　　　

発議第２号：鏡野町議会基本条例の一部改正について
地方自治法の一部改正に伴い、協議等の場を設けるための所要の改正。

発議第３号：鏡野町議会会議則の一部改正について
地方自治法の一部改正に伴い、全員協議会を位置付けるとともに、議員活動と家庭生活との両立支援、請願者
の利便性の向上及び携帯品の明確化を図るための所要の改正。

発議第４号：教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げを実現するため、国に対して意見書を提出する。

994万円　増額
岡山県が鏡野町内の浸水想定区域及び土砂災害区
域の再調査を行った結果を踏まえハザードマップ
の更新を行う経費。鏡野町国民保護計画の更新。
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町
政
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一
般
質
問

そ
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他
・
報
告

政治倫理委員会を立ち上げました政治倫理委員会を立ち上げました
　この度の鏡野町議会議員の不祥事が発覚し、大変お騒がせをしています。
　このことから、鏡野町議会基本条例に基づき、事実関係を調べるために６月３日
に政治倫理委員会を設置しました。
　私たち議会議員は、町民全体の代表者として、品位と名誉を損なうような一切の
行為をつつしみ、その職務に関しての疑惑を持たれる恐れのある行為をしてはなり
ません。鏡野町議会議員の政治倫理要綱に基づき厳正に審査いたします。
　この事件はメディア等で大きく報じられていますが、議会としても、町民の皆さ
んに納得していただけるよう、真相を追求いたします。
政治倫理委員会の会議は非公開を原則としています。
＜設置から措置までの流れ＞
　①調査の請求は、議員２名の連署をもって議長に請求する。
　②議長は審査し、議会運営委員会に諮る。
　③議会運営委員会で、協議し「政治倫理委員会」を設置する。
　④議長は政治倫理委員会要綱に従い、委員８名を指名する。
　⑤倫理委員会は諮問を受けた日から90日以内に審査する。
　 （委員会は、審査を行うために、対象議員及び関係者に対し、資料請求、事情聴
　取等必要な調査を行うことができる。）
　⑥委員会は、対象議員に弁明の機会を与えなければならない。
　⑦委員会は90日以内に審査を終え、議長に答申書を提出する。
　⑧措置については、いずれかの措置を講じる。答申を受けた日から30日以内に、
　　議会本会議の承認を得る。　

＜措置内容＞
　⑴議員辞職の勧告　⑵議会における役職辞任の勧告　
　⑶議会の会議への出席自粛の勧告　⑷その他、議長が必要と認める措置

＜報道による事件の流れ＞
　●５月19日　同僚議員を脅迫した疑いで本町議会議員逮捕
　●６月８日   議長選で同僚議員に投票を強要した疑いで再逮捕
　●６月25日　脅迫と職務強要の疑いで起訴

＜町民の声＞
　問　議会としてどうするのか
　答　議会基本条例に基づき、政治倫理委員会を設置し、事実を確認します。
　問　長期間の勾留でも報酬は支払われるのか
　答　長期欠席や不祥事などで議会活動ができない場合、議員報酬を減額、停止
　　できる条例をこの度の６月会議で定めました。

＜政治倫理委員８名＞
　〇委員長　片田八重美　　〇副委員長　岸　泰廣
　〇委　員　長石幸男・小椋晶志・難波達男・山本秀久・岡田高幸・鈴木大介
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令和3年4月12日（第1回）、4月27日（第2回）会議の賛否の公表

承認第１号
　専決処分の承認を求めることについて（令和２年度　
　鏡野町介護保険特別会計補正予算（第３号）について）
承認第２号
　専決処分の承認を求めることについて（鏡野町税条
　例等の一部改正について）

委 員 長／岸　　泰廣
副委員長／片田八重美
委　　員／小椋　晶志 
　　　　　飯綱　洋平 
　　　　　山本　秀久
　　　　　岡田　高幸
　　　　

原　　章倫

◆所管
議会運営のために議員間で事前
の意見調整を行い、会議を円滑
に、かつ能率的に進行させるた
めの委員会

承認

原案
可決

議第25号
　令和３年度鏡野町一般会計補正予算（第１号）

４月12日 ４月27日
一般会計補正予算

議会運営委員会（6人）

議　長 牧田　俊一副議長 長石　幸男監査委員（議会選出）

委 員 長／小椋　晶志
副委員長／難波　達男
委　　員／長石　幸男 
　　　　　沖田　清明 
　　　　　岸　　泰廣
　　　　　仲西　祐一 
　　　　　花房　　尚
　　　　　藤田　照子

◆所管
○総合政策室
○総務課（振興センター）
○まちづくり課
○住民税務課
○くらし安全課（清掃センター）
○選挙管理委員会
○監査委員
○固定資産評価審査委員会

総務常任委員会（８人）

委 員 長／山本　秀久
副委員長／岡田　高幸
委　　員／沖田　清明 
　　　　　岸　　泰廣 
　　　　　片田八重美
　　　　　仲西　祐一
　　　　　牧田　俊一

◆所管
○産業観光課（ガラス美術館）
○建設課
○上下水道課
○農業委員会

産業常任委員会（7人）
委 員 長／飯綱　洋平
副委員長／鈴木　大介
委　　員／長石　幸男 
　　　　　片田八重美 
　　　　　牧田　俊一
　　　　　花房　　尚 
　　　　　藤田　照子

◆所管
○保健福祉課（診療所）
○学校教育課
　（保育園・幼稚園・小学校・
　　中学校・学校給食）
○生涯学習課（公民館・図書館）
○国民健康保険病院

文教厚生常任委員会（7人）

原案
可決

議第26号
　訴えの提起について（学校給食費滞納金の請求に
　関する訴えの提起について）

訴えの提起

原案
可決

４月会議で決まりました４月会議で決まりました

４月会議は４月12日、27日に行われ５件の議案が全会一致で可決されました。
全議案が全会一致で可決となりました（賛成14：反対0） ＊原議長は採決に加わりません

財産一般臨時管理費
700万円　増額

奥津ゴルフ倶楽部にあるガスタンク（バルク貯槽）
について、平成13年4月26日に設置した際の特定
設備検査から20年が経過するため更新する。

鶴喜小学校臨時管理費
5061万1000円　増額

鏡野町学校施設長寿命化計画により令和4年～5年
度に改修工事を行うことになっている鶴喜小学校に
ついて、令和3年度中に設計を行うもの。また、緊
急で外回りの排水管改修工事を行うもの。

常
任
委
員
会
委
員
長
あ
い
さ
つ

補 正 予 算
一般会計に5761万1000円を追加し、歳入歳
出をそれぞれ110億3561万1000円とする。

一 般 会 計 一般会計補正予算（第1号）
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▲新型コロナワクチン集団接種会場

一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

鈴木 大介［すずき だいすけ］議員

町民の方の要望があれば会場の
細分化も考えていきたい

送迎サービス、またコミュニティハウス
等での接種予定はあるか

質問質問

答答答答
　
　
　
今
後
接
種
率
を
上

　
　
げ
る
た
め
に
送
迎
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
等
で
の
接
種

予
定
は
あ
る
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
集
団
接
種
は
中
央

公
民
館
、
奥
津
、
上
齋
原
、

富
の
各
診
療
所
で
行
っ
て

い
る
。
こ
の
接
種
で
ほ
ぼ

割
合
的
に
は
十
分
果
た
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
町
民
の
方
の
要
望
が

あ
れ
ば
会
場
の
細
分
化
も

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
今
後
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
　
ル
の
前
倒
し
に
な
っ

た
場
合
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

方
法
は
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
告
知
放
送
が
主
な

伝
達
方
式

と
な
っ
て

い
る
。
町

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等

に
も
上
げ

る
。 問問

答答 問問

答答問問

答答

答答

問問

問問

問問

今
年
度
中
に
新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

障
害
児
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
た
冊
子
等
は
あ
る
か

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
内

　
　
に
何
か
所
、
障
害
児

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
が

あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
の

施
設
設
置
等
に
つ
い
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
内

に
は
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
施
設
は

な
い
。
受
皿
の
確
保
に
つ

い
て
、
今
ま
で
事
業
者
か

ら
何
件
か
の
問
合
せ
が
あ

っ
た
が
、
事
業
実
施
に
至

っ
て
い
な
い
。
現
在
、
調

査
協
議
中
の
案
件
が
あ
る
。

今
後
も
、
事
業
者
か
ら
の

問
合
せ
に
つ
い
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
現
在
も
問
合
せ
が

　
　
あ
る
と
の
こ
と
だ
が

不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
、

町
と
し
て
受
皿
確
保
に
向

け
て
町
立
の
施
設
の
設
置

な
ど
の
検
討
を
始
め
る
予

定
は
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
今
後
も
町
と
し
て

は
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。
町
単
独
で
は
な

か
な
か
解
決
で
き
な
い
問

題
も
多
々
あ
る
の
で
、
津

山
圏
域
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
よ
り
一
層
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
障
害
児
の
た
め
の

　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
分

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た

冊
子
等
は
あ
る
か
。
ま
た
、

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
確
認

で
き
な
い
が
、
ど
の
よ
う

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
か
の
周
知
の
方
針
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
平
成
27
年
に
障
害

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
を
し
た
。
障
害
者
、
障

害
児
の
た
め
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
を
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
か
ら

数
年
が
経
過
し
、
制
度
も

変
更
さ
れ
て
い
る
箇
所
も

あ
る
た
め
に
、
今
年
度
中

に
新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
鏡
野
町
の
第
２
次

　
　
総
合
計
画
後
期
計
画

で
の
役
割
分
担
の
中
で
、

行
政
は
障
害
の
早
期
発
見
、

適
切
な
療
育
、
教
育
環
境

の
整
備
、
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
な
ど
に
努
め
る
と

な
っ
て
い
る
。
再
度
、
町

長
に
こ
の
整
備
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

質問質問

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
１
–
５

障
害
者
（
児
）
福
祉
の

推
進
に
つ
い
て

　
　
町　
長

　
　
　
圏
域
の
中
で
充
実

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う

い
う
協
力
体
制
が
で
き
る

の
か
も
同
時
に
協
議
を
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
の
か
、
あ
る
い
は

拠
点
が
真
ん
中
に
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
箇
所
箇
所
に
必

要
な
も
の
を
設
け
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

今
後
の
在
り
方
で
は
な
い

か
と
、
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
の
ス
タ
ッ

フ
も
必
要
。
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き

た
い
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ

れ
達
成
で
き
た
も
の
に
つ

い
て
は
報
告
を
し
て
い
き

た
い
。

答弁答弁

答弁答弁
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▲消防機具庫写真

▲富総合福祉センター

答答答答

難波 達男［なんば たつお］議員

　
　
　
現
在
ハ
ツ
ラ
ツ
サ

　
　
ー
ク
ル
や
サ
ロ
ン
は

ど
の
く
ら
い
参
加
者
が
あ

る
か
。
ま
た
、
町
内
65
歳

以
上
で
要
支
援
の
方
は
何

名
か
。
そ
の
方
た
ち
は
町

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
自
治
会
単
位
で
54

地
区
、
全
体
の
58
％
で
約

８
０
０
人
の
方
が
参
加
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
支
援

が
必
要
な
方
は
65
歳
以
上

約
７
０
０
人
で
、
現
在
見

守
り
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

を
取
り
入
れ
て
い
る
方
は

68
世
帯
が
設
置
済
み
で
あ

る
。

　
　
　
現
在
導
入
さ
れ
て

　
　
い
る
機
器
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
利

用
し
24
時
間
体
制
で
受
信

を
し
、
日
常
生
活
に
お
け

る
不
安
の
解
消
と
急
病
・

災
害
等
の
緊
急
時
に
状
況

に
応
じ
て
協
力
員
や
、
消

問問問問

答答 問問

答答 問問答答 問問

答答

問問

高齢者目配り気配り老人クラブ事業を
継続します

高齢者福祉の推進について質問質問

防
署
へ
の
要
請
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
健
康
や
悩
み
事

に
つ
い
て
も
相
談
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

人
感
セ
ン
サ
ー
の
デ
ー
タ

ー
を
親
族
の
方
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
後
見
守
り
シ
ス

　
　
テ
ム
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
各
地
区
長
、
民
生

委
員
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

を
通
し
て
の
お
願
い
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
現
在
の
消
防
団
員

　
　
の
数
と
団
員
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ど
う

す
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
は
７
６
６
名

で
今
後
は
報
酬
・
手
当
・

定
年
・
定
数
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
消
防
審
議
会
等

で
検
討
す
る
。

　
　
　
団
員
の
職
場
に
は

　
　
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い

る
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、

理
解
は
不
十
分
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
と
し
て

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
の
要
項
を
今
年
度
中

に
策
定
し
、
導
入
し
た
い
。

そ
れ
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
協
力
事
業
所
が
地

域
の
社
会
貢
献
を
し
て
い

る
と
社
会
的
に
評
価
す
る

こ
と
に
な
り
、
協
力
事
業

所
の
信
頼
性
が
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
消
防
団
と
事
業
所
の

連
携
・
協
力
体
制
を
強
化

で
き
る
よ
う
に
企
業
に
働

き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
消
防
団
に
加
入
す

　
　
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
資
料
は
あ
る

の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
現
在
消
防
庁
が
作

成
し
た
、
男
性
用
・
女
性

用
の
入
団
加
入
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
あ
る
。
そ
れ
と
鏡

野
町
消
防
団
条
例
（
定

年
・
報
酬
・
手
当
て
・
退

職
金
）
な
ど
が
書
か
れ
た

も
の
を
２
通
消
防
団
に
お

渡
し
し
て
、
団
員
加
入
推

進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
。

消
防
審
議
会
等
で
検
討
す
る

消
防
の
推
進
に
つ
い
て

質問質問

〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

答弁答弁



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第９号 10

６

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

藤田 照子［ふじた てるこ］議員

津山の「鶴山塾」のような施設は、
町の規模では困難

不登校傾向の児童生徒の居場所の
必要性について

質問質問

答答答答
　
　
　
町
内
の
不
登
校
傾

　
　
向
の
児
童
生
徒
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
教
育
長

　
　
　
５
月
末
現
在
、
９

名
が
不
登
校
傾
向
。
別
室

登
校
の
支
援
、
家
庭
訪
問

や
電
話
連
絡
、
「
鶴
山

塾
」
の
利
用
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
中
学
校
卒
業
後

も
支
援
が
行
え
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

　
　
　
重
症
化
し
な
い
う

　
　
ち
に
取
り
組
み
が
必

要
。
学
校
と
い
う
環
境
、

先
生
と
の
相
性
な
ど
、

様
々
な
問
題
が
か
か
わ
っ

て
い
る
。
「
鶴
山
塾
」
は
、

親
の
送
迎
が
必
要
で
利
用

困
難
。
家
か
学
校
か
２
つ

の
選
択
肢
で
は
不
十
分
で

は
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
全
国
的
に
様
々
な

取
り
組
み
が
あ
る
。
行
政

と
し
て
今
後
ど
ん
な
取
り

組
み
が
で
き
る
か
、
好
事

例
が
あ
れ
ば
一
緒
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問問

答答 問問問問

答答問問

答答 答答問問

答答 問問

問問

　
　
　
町
内
に
は
、
生
涯

　
　
学
習
課
の
も
と
で
活

動
し
て
い
る
家
庭
教
育
支

援
チ
ー
ム
「
ぼ
ち
ぼ
ち
」
、

社
協
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「
子
ど
も
サ
ロ
ン
」
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
元
気
ッ

ズ
」
な
ど
、
子
ど
も
に
か

か
わ
っ
て
い
る
団
体
が
あ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
か

か
わ
る
方
々
も
子
ど
も
と

ふ
れ
合
う
こ
と
で
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
。
「
一
人

も
取
り
残
さ
な
い
」
支
援

の
場
が
も
っ
と
必
要
。
地

域
の
自
主
的
な
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
後
期
基
本
計
画

の
「
心
や
さ
し
い
里
づ
く

り
」
の
活
動
に
な
る
の
で

は
。
た
だ
、
会
場
費
等
の

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
す
ば
ら
し
い
提
案

を
い
た
だ
い
た
の
で
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 　

　
　
視
力
低
下
は
年
々

　
　
深
刻
。
眼
軸
長
は
一

度
伸
び
る
と
戻
ら
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
導
入
に
あ

た
っ
て
、
使
用
時
間
、
姿

勢
、
目
の
使
い
方
な
ど
、

約
束
事
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
ま
だ
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
国
の
通
知
「
①

目
と
端
末
の
距
離
は
、
30

㎝
以
上
離
す
②
30
分
使
っ

た
ら
20
秒
以
上
遠
く
を
見

る
③
画
面
の
明
る
さ
を
調

節
す
る
」
は
学
校
へ
届
け

て
い
る
。
家
庭
で
も
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

く
。

　
　
　
外
遊
び
が
少
な
く

　
　
な
っ
て
い
る
。
身
近

に
安
心
し
て
遊
べ
る
「
遊

び
場
」
が
必
要
。
今
、
町

内
に
遊
び
場
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
。
ま
た
、
遊
具

の
点
検
を
町
内
一
斉
に
で

き
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
「
男
女
山
公
園
」

や
夢
広
場
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
交
流
広
場
」
な
ど
、

10
か
所
の
公
園
を
条
例
で

定
め
て
い
る
。
遊
び
場
と

し
て
は
、
小
学
校
の
校
庭

や
地
区
公
民
館
の
隣
接
地
、

地
域
で
整
備
さ
れ
た
広
場

も
あ
り
、
細
か
く
把
握
し

て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら

着
工
す
る
「
多
目
的
公

園
」
と
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
」
の
敷
地
内
に

も
低
学
年
用
、
高
学
年
用

の
遊
具
を
整
備
す
る
。

　
　
　
公
会
堂
な
ど
に
遊

　
　
具
を
設
置
し
た
ま
ま
、

長
期
に
わ
た
っ
て
安
全
点

検
が
で
き
て
い
な
い
地
区

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
斉
に
安
全
点
検
が
で
き

る
と
経
費
の
面
で
助
か
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
区
長
会
で
実
態
や

要
望
を
尋
ね
、
検
討
す
る
。

　
　
　
多
目
的
公
園
に
管

　
　
理
棟
（
児
童
館
）
を

併
設
し
、
運
動
保
育
士
や

理
学
療
法
士
が
定
期
的
に

巡
回
し
、
子
ど
も
の
主
体

性
を
大
切
に
指
導
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
児
童
館
の
設
置
計

画
が
な
か
っ
た
こ
と
、
国

の
交
付
金
申
請
の
令
和
５

年
度
ま
で
の
計
画
申
請
が

既
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
設
置
は
困
難
。

来
年
度
以
降
、
中
央
公
民

館
な
ど
の
講
座
で
、
「
遊

び
」
を
取
り
入
れ
た
講
座

を
企
画
し
た
い
。

国
の
指
針
や
基
準
を
も
と
に
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
発
達
を
促
す
遊
び
は
大
切

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が
推
進
さ
れ
る
が
、

視
力
等
の
健
康
発
達
の
課
題
は　

質問質問

▲子育て支援センター

▲男女山公園

答弁答弁

答弁答弁



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第９号11

▲山の斜面に設置された太陽光パネル

　大阪市は、2020年４月から小中学
校の給食の無償化を開始。子育て世
代の負担軽減が狙いである。
　全国屈指の子育て施策で知られる
兵庫県明石市も「５つの無償化」の
一つとして実施している。

無償化の参考例

４

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

答答

花房 　尚［はなふさ ひさし］議員

　
　
　
教
育
は
、
す
べ
て

　
　
の
子
ど
も
が
家
庭
の

事
情
や
環
境
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
等
し
く
受
け

ら
れ
る
も
の
で
、
教
育
費

は
す
べ
て
無
償
で
あ
る
と

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
義
務
教
育
の
間
は

保
護
者
に
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
給
食
費
を
無

償
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
現
在
、
給
食
費
と

し
て
一
食
当
た
り
、
小
学

校
は
２
８
０
円
、
中
学
校

は
３
１
０
円
を
皆
様
に
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
給
食
費
の
支
払
い
が
困

難
な
家
庭
に
つ
い
て
は
、

就
学
援
助
制
度
な
ど
に
よ

り
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
鏡
野
町
学
校
給
食
共
同

調
理
場
は
、
年
間
で
約
６

千
万
円
に
な
る
給
食
費
を

食
材
費
の
財
源
と
し
、
運

営
し
て
い
る
。

問問

答答 問問

答答 問問

支払いが可能な家庭には負担して
いただきたい

小中学校の給食費を無償化する考えは質問質問

　
仮
に
、
給
食
費
の
無
償

化
を
行
っ
た
場
合
、
す
べ

て
一
般
財
源
で
負
担
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
町
と
し
て
は
、
可
能
な

家
庭
に
は
負
担
い
た
だ
き
、

確
保
で
き
た
財
源
で
支
援

員
や
講
師
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
、
鏡
野
町

の
子
ど
も
た
ち
と
子
育
て

世
代
へ
の
応
援
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
環
境
影
響
評
価　

　

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）
の
手
続
き
の
簡
素
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業

に
関
す
る
事
項
と
し
て
選

定
し
た
区
域
で
は
、
「
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続

き
の
一
部
を
省
略
し
簡
素

化
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。

　
今
後
の
国
・
県
か
ら
の

情
報
を
待
ち
た
い
と
思
う

が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
求
め

る
あ
ま
り
、
住
民
の
生
活

環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
の
自
然
環
境
の

　
　
保
護
の
た
め
、
環
境

影
響
評
価(

環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト)

を
独
自
で
条
例

化
す
る
必
要
は
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
国
に
お
い
て
環
境

影
響
評
価
が
、
ま
た
そ
の

補
完
と
し
て
岡
山
県
環
境

影
響
評
価
等
に
関
す
る
条

例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
現
時
点
で
は
、
今
回
の

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

の
改
正
に
よ
る
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
条
例
の
改
正
は

考
え
て
い
な
い
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
住

民
や
市
町
村
の
意
見
を
述

べ
る
場
の
確
保
も
担
保
さ

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の

で
、
町
と
し
て
の
独
自
条

例
の
制
定
は
、
現
状
で
は

考
え
て
い
な
い
。

独
自
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い

町
独
自
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
条
例
化
は

質問質問

答弁答弁

答弁答弁



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第９号 12

▲奥津湖カヌー体験

▲鏡野地域福祉センター

６

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

飯綱  洋平［いいづな ようへい］議員

エコツーリズムの推進による
滞在型の旅をＰＲしていく

滞在型観光を推進する具体策は質問質問

答答答答
　
　
　

観
光
振
興
に
つ

　
　

い
て
、
自
然
を
メ

イ
ン
と
し
た
新
し
い
旅

の
形
を
つ
く
る
た
め
、

滞
在
型
観
光
を
積
極
的

に
推
進
す
る
具
体
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　

今
後
、
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
、
鏡

野
の
豊
か
な
自
然
と
健

康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
、
自
然
環
境

を
生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ
る

滞
在
型
の
旅
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

　
　
　

高
知
県
本
山
町

　
　

に
「
モ
ン
ベ
ル
ア

ウ
ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

本
山
店
」
と
い
う
ア
ウ

ト
ド
ア
の
拠
点
と
な
る

魅
力
的
な
複
合
施
設
が

あ
る
。
町
に
も
そ
の
よ

う
な
施
設
が
で
き
れ
ば

に
ぎ
わ
い
が
増
え
る
と

思
う
。
将
来
の
展
望
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　

高
知
県
本
山
町

に
は
モ
ン
ベ
ル
が
監
修

し
た
、
旧
中
学
校
跡
地

を
利
用
し
た
全
国
で
も

珍
し
い
話
題
性
の
あ
る

施
設
が
で
き
て
い
る
。

問問問問

答答答答 問問問問問問

答答答答 問問

答答 問問

答答 答答問問

問問 町
と
し
て
も
、
モ
ン
ベ

ル
と
連
携
し
た
好
循
環

創
出
事
業
に
お
い
て
、

好
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
観
光
施
設
の
再
編

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

自
然
ア
ク
テ
ィ

　
　

ビ
テ
ィ
ー
の
充
実

に
向
け
た
拠
点
整
備
と

は
。
　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　

奥
津
湖
畔
に
カ

ヌ
ー
等
の
受
付
を
行
う

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
ベ

ー
ス
と
カ
ヌ
ー
保
管
庫

を
併
設
し
た
施
設
を
整

備
す
る
。

　
　
　

旅
行
商
品
の
販

　
　

売
に
向
け
た
推
進

体
制
を
ど
の
よ
う
に
整

備
す
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　

観
光
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
ツ
ア
ー
商

品
の
一
元
的
な
予
約
管

理
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
。

　
　
　

町
の
マ
ス
コ
ッ

　
　

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
ず
り
ん
」
「
お
ゆ

り
ん
」
の
活
用
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　

町
民
に
対
す
る

日
常
的
、
継
続
的
な
触

れ
合
い
も
必
要
で
あ
る
。

既
設
予
算
で
対
応
で
き

れ
ば
パ
ネ
ル
や
ポ
ス
タ

ー
を
町
の
代
表
的
な
施

設
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館

等
に
設
置
す
る
よ
う
前

向
き
に
協
議
す
る
。

　
　
　
洪
水
が
発
生
し
た
場

　
　
合
に
備
え
、
河
川
に
近

い
医
療
福
祉
施
設
（
鏡
野
町

立
病
院
、
鏡
野
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
）
の
避
難
計
画
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社

協
）
で
は
施
設
の
避
難
確
保

計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
災

害
時
の
連
携
等
の
協
定
締
結

が
必
要
と
な
る
の
で
、
町
と

社
協
は
協
議
を
重
ね
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　
か
が
み
の
園
の
利
用

　
　
者
を
ど
の
よ
う
に
避
難

さ
せ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
避
難
確
保
計
画
を
策

定
中
で
あ
る
。
今
後
は
避
難

計
画
内
容
を
精
査
し
、
備
蓄

品
を
備
え
、
施
設
内
避
難
ま

た
は
避
難
時
の
連
携
、
避
難

先
へ
の
移
動
支
援
、
避
難
場

所
で
の
居
住
性
の
確
保
等
を

踏
ま
え
た
計
画
を
作
成
す
る
。

　
　
　
か
が
み
の
園
、
鏡
野

　
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

立
地
は
必
ず
し
も
安
全
で
は

な
い
。
移
転
改
築
は
あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
両
施
設
と
も
築
後
30

年
を
経
過
し
て
お
り
、
社
協

か
ら
も
改
築
の
要
望
が
あ
る
。

移
転
改
築
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
利
便
性
、
社
協
の
事
業

展
開
等
、
総
合
的
に
勘
案
し

て
協
議
を
す
る
。

　
　
　

鏡
野
町
立
病
院
の  

　
　
移
転
に
つ
い
て
町
長
の

展
望
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
不
可
避
な
事
業
と
考

え
て
い
る
。
災
害
に
強
く
、

か
つ
感
染
症
に
も
対
応
で
き

る
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
施
設
整
備
に

向
け
て
、
財
源
の
確
保
も
含

め
検
討
す
る
。

現
在
、
避
難
確
保
計
画
を

策
定
中
で
あ
る

災
害
時
、
社
協
の
避
難
計
画
は

質問質問

答弁答弁

答弁答弁



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第９号13

４

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

牧田 俊一［まきた としかず］議員

早急に策定に向け、本年度より社会福祉
協議会と連携して進めていく

災害発生時に避難の支援や避難手段を
具体的化した個別避難計画の策定状況は

質問質問

答答答答答答
　
　
　
災
害
時
に
高
齢
者

　
　
や
障
が
い
者
の
方
な

ど
要
支
援
者
の
避
難
を
支

援
す
る
た
め
の
個
別
避
難

計
画
の
策
定
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
策
定
状
況

は
十
分
で
な
い
。
早
期
策

定
に
向
け
本
年
度
よ
り
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
。

　
　
　
個
別
計
画
の
策
定

　
　
が
で
き
て
い
な
い
理

由
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
本
人
の
同
意
と
そ

の
人
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た

避
難
所
ま
で
の
誘
導
す
る

計
画
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
一
番
大
き
な
原
因
で

あ
る
。

　
　
　
福
祉
避
難
所
は
町

　
　
内
に
い
く
つ
指
定
が

あ
り
、
指
定
に
伴
う
条
件

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
内
で
は
４
か
所

指
定
し
て
い
る
。
指
定
の

問問

答答答答 問問 問問

答答答答 問問問問

答答問問 問問

答答答答 問問

問問問問

条
件
は
福
祉
施
設
で
あ
り
、

介
助
員
が
配
置
さ
れ
、
避

難
者
の
支
援
あ
る
い
は
急

変
に
対
応
で
き
る
体
制
が

確
保
で
き
る
施
設
が
条
件

と
な
る
。

　
　
　
現
在
、
国
は
福
祉

　
　
避
難
所
に
つ
い
て
住

民
に
周
知
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
る
が
、
町
と
し
て

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
現
在
は
周
知
を
し

て
い
な
い
が
、
５
月
20
日

付
で
国
か
ら
福
祉
避
難
所

の
確
保
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
通
知
が
来
た
。
今
後
、

慎
重
に
、
な
お
か
つ
早
急

に
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
　
今
後
住
民
か
ら
福

　
　
祉
避
難
所
へ
の
要
望

が
増
え
て
い
く
場
合
、
施

設
の
受
け
入
れ
人
数
も
増

加
し
て
い
く
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
現
在
は
福
祉
避
難

所
に
避
難
で
き
る
人
数
は

30
名
と
な
っ
て
い
る
。
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
こ

の
数
字
で
は
無
理
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
指
定
の

福
祉
避
難
所
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
町
内
の
福

　
　
祉
避
難
所
施
設
は
高

齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
が
、

障
が
い
者
の
方
、
妊
婦
の

方
な
ど
社
会
的
弱
者
の
方

も
受
け
入
れ
が
出
来
る
制

度
設
計
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
今
後
は
様
々
な
協

議
を
行
い
で
き
る
だ
け
福

祉
避
難
所
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
災
害
時
に
各
自
治

　
　
体
か
ら
の
応
援
を
効

果
的
に
受
け
入
れ
る
受
援

計
画
の
策
定
が
災
害
対
策

基
本
法
に
都
道
府
県
と
市

町
村
の
努
力
義
務
と
し
て

盛
り
込
ん
で
あ
る
。
鏡
野

町
の
受
援
計
画
の
策
定
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
は
町
の
受
援

計
画
の
明
文
化
は
し
て
い

な
い
が
、
関
係
自
治
体
と

の
広
域
応
援
協
定
等
に
基

づ
き
支
援
体
制
を
整
え
、

岡
山
県
受
援
計
画
に
定
め

た
応
援
要
請
を
行
っ
て
い

く
。

　
　
　
令
和
３
年
５
月
20

　
　
日
よ
り
災
害
時
に
市

町
村
が
発
令
す
る
避
難
勧

告
を
廃
止
し
避
難
指
示
に

一
本
化
す
る
改
正
災
害
対

策
基
本
法
が
成
立
し
た
。

以
前
の
避
難
勧
告
と
比
較

し
何
が
ど
の
よ
う
に
制
度

変
更
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
従
来
は
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
ど
ち
ら
で
避

難
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

り
に
く
か
っ
た
が
、
こ
の

度
の
制
度
変
更
に
よ
り
、

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た

場
合
に
は
全
員
避
難
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
町
指
定
の
避
難
場

　
　
所
以
外
へ
避
難
さ
れ

た
方
の
人
数
や
避
難
状
況
、

安
全
の
確
認
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
各
自
で
町
指
定
の

避
難
所
以
外
に
避
難
を
さ

れ
た
方
は
、
本
人
、
あ
る

い
は
地
区
の
方
よ
り
避
難

情
報
を
町
に
伝
え
て
も
ら

う
こ
と
で
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
防
災
専
従
職
員
の

　
　
配
置
及
び
防
災
に
関

し
て
の
職
員
の
育
成
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
現
在
は
防
災
専
従

の
職
員
は
在
籍
し
て
い
な

い
。
現
在
、
考
案
中
と
し

て
防
衛
省
が
規
定
す
る
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
自
衛

隊
な
ど
に
勤
務
し
て
お
ら

れ
た
方
な
ど
採
用
す
る
と

助
成
が
出
る
制
度
も
あ
り
、

今
後
防
災
専
従
職
員
の
配

置
も
検
討
し
て
い
く
。

答弁答弁



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第９号 14

６

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

片田 八重美［かたた やえみ］議員

より効果的な制度となるよう詳細に検討し、
スピーディーに実施する

高校生等通学助成金支給要綱の
見直しについて

質問質問

答答
　
　
　
平
成
17
年
の
合
併

　
　
時
に
作
ら
れ
た
要
綱

で
あ
り
、
町
内
の
保
護
者

か
ら
も
助
成
制
度
見
直
し

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
２
年
前
に
も
質
問

し
、
再
度
の
質
問
に
な
る

が
、
要
綱
の
見
直
し
が
必

要
に
思
う
。
ま
ず
は
、
要

綱
の
２
条
に
あ
る
「
通

学
」
の
意
味
に
つ
い
て
か

ら
確
認
す
る
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
の
鏡
野
町
高

校
生
等
通
学
助
成
金
支
給

要
綱
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
、

自
転
車
等
で
通
う
、
ま
た

下
宿
す
る
全
て
の
高
校
生

を
通
学
助
成
対
象
者
と
す

る
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
で

要
綱
の
運
用
を
行
っ
て
い

る
。
保
護
者
等
へ
の
平
等

問問

答答 問問問問

答答 問問

問問問問 答答答答答答

答答 問問

な
経
済
的
支
援
と
し
て
、

負
担
額
の
一
律
化
、
実
費

に
対
す
る
助
成
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
実
際

に
公
共
交
通
機
関
や
下
宿

等
を
利
用
し
た
方
の
み
に

限
定
す
れ
ば
、
下
宿
、
バ

ス
以
外
で
通
学
す
る
方
に

は
不
平
等
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
現
在
の
通

学
距
離
に
応
じ
て
の
助
成

は
継
続
し
た
い
。
ま
た
、

定
期
券
購
入
及
び
下
宿
等

に
か
か
る
実
費
に
つ
い
て

は
負
担
額
を
定
額
に
し
た

助
成
に
す
る
な
ど
、
よ
り

効
果
的
な
制
度
に
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
生
活

　
　

環
境
が
あ
る
中
で
、

近
年
保
護
者
の
送
迎
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
の
方
々
も
通

学
助
成
対
象
に
含
ま
れ
る

の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
自
宅
か
ら
学
校
ま

で
の
距
離
が
15
㎞
以
上
で

あ
れ
ば
、
保
護
者
の
自
動

車
に
よ
る
送
迎
も
助
成
対

象
に
な
る
。

　
　
　
現
在
の
通
学
助
成

　
　
対
象
者
数
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
２
年
度
の
申

請
者
は
、
鏡
野
地
域
で
44

名
、
奥
津
地
域
で
18
名
、

上
齋
原
地
域
で
13
名
、
富

地
域
で
８
名
。
ち
な
み
に
、

過
去
の
申
請
者
数
は
平
成

28
年
度
79
名
、
29
年
度
77

名
、
30
年
度
79
名
、
令
和

元
年
度
79
名
。
例
年
の
申

請
者
数
は
80
名
程
度
で
あ

る
。

　
　
　
申
請
者
数
に
対
し

　
　
て
の
助
成
額
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
　
　
令
和
元
年
度
の
助

成
額
は
約
３
９
３
万
円
、

令
和
２
年
度
の
実
績
が
約

３
９
７
万
円
で
あ
り
、
例

年
４
０
０
万
円
程
度
で
推

移
し
て
い
る
。

　
　
　
特
に
通
学
定
期
券

　
　
購
入
費
に
は
地
域
格

差
が
あ
り
、
越
畑
方
面
か

ら
は
定
期
券
の
月
額
は
、

約
１
５
，
５
０
０
円
、
奥

津
・
上
齋
原
方
面
で
は
約

２
７
，
０
０
０
円
、
富
・

中
谷
方
面
で
は
１
８
，
０

０
０
円
（※

若
干
の
差
異

は
了
承
く
だ
さ
い
）。
こ
の

よ
う
に
、
地
域
に
格
差
が

生
じ
、
い
さ
さ
か
気
に
な

る
。
今
後
、
見
直
す
時
に

は
、
参
考
に
し
て
欲
し
い
。

町
長
が
答
え
る

「
よ
り
効
果
的

な
制
度
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
制

度
な
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　

十
分
鏡

野
町
の
地
形
は

存
じ
て
い
る
。

保
護
者
の
負
担

も
存
じ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と

を
勘
案
し
な
が

ら
効
果
的
な
制
度
に
な
る

よ
う
、
皆
さ
ん
が
納
得
い

た
だ
け
る
よ
う
な
制
度
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
制
度
の
見
直
し
は
、

　
　
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て

進
め
る
と
言
わ
れ
た
が
、

来
年
度
と
言
わ
ず
今
年
度

途
中
か
ら
で
も
お
願
い
し

た
い
が
。

　
　
町　
長

　
　
　
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ

て
や
ら
な
い
と
町
民
に
は

映
ら
な
い
。
早
急
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。
ご
指

摘
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
十

分
検
討
す
る
。

▲通学風景

▲バス停

答弁答弁



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問
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５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
入
院
し
、

無
事
に
退
院
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
各
所

に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
し
て
、
保
健
所
及
び
入
院
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
病
院
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

仲
西　

祐
一

４

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。

仲西 祐一［なかにし ゆういち］議員

質問質問

不安に思わないようにこれから
対策を取っていきたい

実際に感染経験者として感じたことが
多々あったので、現状を伺う

答答答答 問問問問

答答答答 問問問問

答答問問

問問問問 答答

答答

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
健
康
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
る
の
が
周
知
で
き

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

現
在
の
鏡
野
町
の
取
組
を

伺
う
。

　
　
町　
長

　
　
　
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
町
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
を
し
て
い
る
。

　
　
　
私
も
実
際
感
染
し

　
　
て
一
番
思
っ
た
こ
と

は
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い

い
か
正
直
分
か
ら
な
い
と

い
う
の
が
現
状
だ
っ
た
。

も
し
そ
う
い
う
可
能
性
が

あ
っ
た
と
き
に
聞
け
る
場

所
が
必
要
で
あ
る
。
今
以

上
に
周
知
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
そ
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
相
談
窓
口
に
つ
い

て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
再
度
確
認
を
し
た
結
果
、

か
な
り
見
に
く
い
場
所
に

あ
り
分
か
り
づ
ら
い
と
判

断
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

修
正
し
、
町
の
広
報
に
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
記
事
を
周
知
し
て
い

く
。

　
　
　
現
在
ま
で
に
問
合

　
　
せ
が
何
件
あ
っ
た
か
、

そ
れ
ら
の
問
合
せ
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
今
ま
で
相
談
件
数

に
つ
い
て
は
、
集
計
は
し

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
感

染
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ

い
て
は
、
３
件
で
あ
る
。

　
　
　
自
宅
療
養
時
、
同

　
　
居
家
族
が
い
る
場
合

の
鏡
野
町
の
支
援
策
を
伺

う
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
に
は
感
染
者
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は

保
健
所
か
ら
電
話
で
感
染

者
の
情
報
が
入
る
が
、
感

染
者
が
特
定
さ
れ
な
い
状

況
で
は
町
が
介
入
で
き
な

い
。
結
果
と
し
て
、
町
は

対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
保

健
所
が
対
応
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
仮
に
感

染
者
や
そ
の
家
族
が
支
援

を
求
め
て
き
た
場
合
に
は
、

必
要
な
支
援
を
確
認
を
し

て
、
個
人
情
報
保
護
に
配

慮
し
つ
つ
保
健
所
の
指
導

の
下
、
支
援
を
行
う
。

　
　
　
自
宅
療
養
の
場
合
、

　
　
外
出
が
で
き
な
い
の

で
、
買
物
等
が
で
き
な
い

の
で
困
っ
た
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
の
支
援
策
は
現
在

あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
個
人
が
特
定
で
き

な
い
の
で
、
本
人
か
ら
の

申
出
が
な
い
限
り
は
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
保
健
所
と
感
染
者
の

方
と
当
然
情
報
交
換
は
さ

れ
る
と
思
う
。
そ
の
中
で
、

保
健
所
で
対
応
で
き
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
、
町
の

ほ
う
に
支
援
を
求
め
ら
れ

れ
ば
対
応
す
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

　
　
　
ど
こ
に
問
い
合
せ

　
　
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
の
が
現
状
。

感
染
者
に
対
し
て
冊
子
を

用
意
す
る
な
ど
、
支
援
を

求
め
ら
れ
れ
ば
で
き
る
支

援
策
を
今
後
、
検
討
し
て

欲
し
い
と
思
う
が
、
見
解

は
。

　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
こ
れ
か
ら
感
染
者

も
出
て
く
る
、
そ
う
い
っ
た

方
々
が
不
安
に
思
わ
な
い

よ
う
に
こ
れ
か
ら
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
感
染
者
の
う
わ
さ

　
　
が
早
い
段
階
で
広
ま

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ

う
に
感
じ
る
。
鏡
野
町
の

対
策
等
を
伺
う
。

　
　
町　
長

　
　
　
感
染
者
や
そ
の
御

家
族
等
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
や
、
人
権
侵
害
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
告
知
放
送

あ
る
い
は
安
全
・
安
心
か

が
み
の
情
報
メ
ー
ル
で
啓

発
し
て
い
る
。

答弁答弁
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】 新 事 務 局 長 挨 拶

　この度の人事異動により、５月１日付けで議会事務局長を拝命
しました金平憲明です。
　町民の皆様の意思を代弁する議会の立場で仕事をすることにな
り、気持ちを新たにしているところです。
　微力ではありますが、議員の皆さんと一丸となって、取り組ん
でまいりますので、よろしくお願いいたします。

シリーズ❾ 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　会議の途中で、議員から口頭または文書で発議され、会議で
日程追加が了承されれば議題となり、議決されるものです。修
正の動議のように、文書によらなければならないものや、休憩
や質疑打ち切りの動議のように口頭で行われるものなど、内容
は非常に多種多様です。                                       （藤田）

あ
ら
あ

　
　

ーーっ

ど
ち
らへ

ち
ょっと

ニ
ュー
ヨ
ー
ク
へ

え
っーっ

コ
ロ
ナ
禍

な
のに

大
丈
夫

か
し
ら
ー

あ
ーーーっ

 

入
浴
ね
ーっ

バ
ーイ

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

９月３日㈮ 10:00～
※その他の日程は未定のため、８月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【問合せ】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

次回の発行は令和３年11月１日の予定です。

編
集
後
記

　

鏡
野
町
議
会
だ
よ
り
「
か
し
の
木
」

は
１
年
に
４
回
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
招
集
さ
れ
る
定
例
会
に
合

わ
せ
て
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
第

９
号
は
３
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
町
議
会

議
員
改
選
後
、
初
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会
７
名
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

（
鈴
木
）

動議とは？

応募先　〒７０８-０３９２　鏡野町竹田６６０ 鏡野町議会事務局
　　　　電　話　0868-５４-２９２６　ＦＡＸ　0868-５４-４４４５

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

声

広広 場場
の

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

声 太郎さんから
匿名

　６月議会で、高校生の通学助成について
の一般質問を観て、我が家は、若干距離が足
りなくて助成から外れました。高校生の通学
費は負担になるので15㎞規定を外してほしい。

声 花子さんから
匿名

　高校生の通学助成が見直しされるのであれ
ば子どもの診療が無料化されたように、全て
の高校生を対象にしていただけるよう期待
します。

か
し
の
木  

第
９
号

６

月

会

議

政
治
倫
理
委
員
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

議会事務局長　金平 憲明
かねひら  のりあき


